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（５）青森で暮らす課題は何か                   

      青森で暮らす課題を尋ねると「雇用機会」が 66.4％で最も多く、次いで「まち 

の過疎化」が 64.7％、「高齢化の加速」が 60.6％、「娯楽施設の不足」が 59.9％と 

僅差で続いた。 

 青森で暮らす「その他」の課題は何かを見ると「生活環境」が最も多く、次いで 

「住民意識・古い習慣」、「子育て環境」と続いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■「その他」を選択した方の記述内容■ 

a．生活環境  

・交通機関の乏しさ                                                                     (13) 

・冬の寒さや除雪の大変さ                                                               (14) 

・賃金の低さ                                                                           (12) 

・高齢化に伴い、医療環境は今のままで良いのかと感じます                                  (6) 

・原燃、三沢基地                                                                        (2) 

・若い人ほど、いろいろな物事にチャレンジして自分の可能性を伸ばしていくことを考えると思います

が、残念ながら青森県にはその機会は少ないか、偏っています。なので、若い人がチャレンジのために

青森を離れることは自然なことですし、それを阻むことは不適切だと思っています。 

行政は 20～30 代の「若い人」にフォーカスを当てがちですが、むしろ 40 代以上の高齢世帯が安心し

て生活できるように地域を考えた方が良いのではないかと思います。 

図 7-1 青森で暮らしていて課題と感じることは何ですか？（複数回答） 
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老後の生活を考えた時に、そこで経済的な安定が得られたり、地域を頼って暮らせるようであれば、将

来的にそこに戻ることを視野に入れる方も少なくないのではないでしょうか 

・現在、分譲に住んでいるが、近所付き合いがない。町内会もない。今はまだ不自由ないが今後何かあ

った際に必要になるかもしれない。仲良くなるまで時間がかかる県民の気質のようなものがあるのかな

と感じる 

・人口の急速な減少による経済の衰退(地元企業や店舗の廃業など) 
 

・空き家や耕作放棄地、廃校の利活用がスムーズにいかないこと。県民（とくに若齢者）の意見が反映

されておらず、利用したい意思のある人が利用できるようになっていないこと 

・空き家増加による治安の悪化、獣害増加 

・老朽化するインフラのアップデートが追い付かず停電や断水のリスク増、道路や線路の寸断による孤

立集落化 

・金銭的、教育リテラシー、ヘルスリテラシー、などの低さ 

・物価が高い 

・青森県で暮らしたくないと考えています 

b．住民意識・古い慣習 

・職場だけでなく地域全般の体制や感覚が古いままなので、個のレベルが低いと思う。働いている人間

の仕事に対する意識が低く、仕事の質が悪い。時世に沿った感性や配慮に欠ける環境は魅力的ではない

と思う 

・女性が外に出ようとすると、家族のご機嫌を取りながら、理解を得やすいような理由をつけて（時に

は偽って）いかなければならない雰囲気がある。周囲も、何か目立つようなことをする女性は後ろ指刺

される。目立たず、家族の世話をして、つましく暮らすことを求められる生活には魅力がない。そんな

価値観の充満した地域も魅力を感じない 

・男女問わず社会全体が保守的で、変化や新しい価値観や多様性を受け入れづらい面がある 

・意識が低い。みんな世界の仕事をしようという気がない。状況を改善しようとする人が少ない。ただ

黙っている人が多い 

・地域によって外部を受け入れない地域性がある。新しいものを取り入れることに消極的 

・ネガティブな「何もない」という意識の大きさ。謙遜もあるだろうが、「何もないつまらない田舎」

と思って出て行ってしまう人も多いのでは 

・地元の人が地元にあるものの価値をわかってない感じがする 

・高齢者が多いからなのか、色々な場面でローカルルールがまかり通っていて、びっくりすることが多

い 

・男尊女卑が根深い。江戸時代かと思うことがある 

・青森に限ったことではないとは思うが、パーソナルなことを聞くだけ聞いて覚える気がない、形式だ

けの興味で根掘り葉掘りされるのは疲れる。人と人の距離が近いことが助け合いなどの長所にも、前述

したような短所にもなっていると思う 
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・私は未婚ですが、将来につながるご縁にめぐまれなかったので、早いうちに青森を離れるべきであっ

たと反省しています。結婚につながるご縁がないというのはまず自分の問題かもしれませんが、結婚を

望む男性が多くないという現実もあると思います。女性の比率が多い地域に住むリスクを軽く見てしま

ったことをとても後悔しています。なので、若い女性が地域に縛り付けられることは不幸の連鎖になる

のではないかと、とても心配に思ってもいます 

・健康づくり、健康に対する意識の低さ 

・他人の噂が好きな人が多く、必要以上に他人のプライベートを詮索したり、体型に関することなどの

デリカシーのない発言をしたりする人が多すぎて生きにくい。娯楽があればもっと外に意識が向いて生

きやすくなるのにと思う 

・お金を稼ぐこと、生活することに必死な人が多く、自身が社会で果たす役割等について考えが及ばな

い 

・シチズンシップを育む機会がない 

・よそ者を嫌う体質 

・結婚、出産が当たり前と思わないでほしい 

・異なる属性を持つ者への態度（特に小さな自治体） 

・パワハラ 

c．子育て環境 

・ひとり親に給付される児童扶養手当もおかしい計算の仕方。これでは子供を産んで増えれば増えるほ

ど損をする（一人目 4 万、二人目は 1 万、三人目は数千円の計算になる為、産めば生むほど生活が苦し

くなる。食べる量や与える服や教材など、子供の数分同じようにかかるものなのに）。誰が考えたか分

からないけど変な計算式。そこに青森県が目をつけて青森独自の手当を考えてくれれば、もっと流出を

防げて、かつ移住者増加につながるのではないかと思います 

・少子化対策が全国的に遅れている（子育て支援、医療費・教育費助成金等） 

・子育て支援が充実していない 

・低所得。高校生に対する支援が少なすぎる 

・子育て世代に合う雇用形態がない。子育ての被雇用条件に非協力的 

・教育環境が良くない（学力） 

・ひとり親や低所得者には税制面で様々な優遇がある。給食も無償にはしてくれた。でも共働きで収入

が増えたことで我が家は医療費の助成がカットされた。夫婦で頑張れば頑張るほど税金も取られるし、

余裕が無いわけではないが 3 人目は諦めました。頑張ってる世帯にも何か優遇があればいいのにとよく

思います。せめて医療費の所得制限撤廃して欲しいです 

・母子家庭でいることの社会的負担、価値観 

・保育園が夕方になるとテレビばかり見せていて不満だが、他に行ける園もなく職員も近所の方ばかり

で苦情が言いづらい。休日に子どもが安全に遊べる公園が整備されておらず、友達同士の自由な遊ぶ体

験ができていない。 
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・不妊治療専門のクリニックがないこと 

d．その他  

・地方自治をもっと市民レベルで議論していく土台が必要では? 

・郷土文化の保存に必要な資料などが散逸してしまうこと 

・もっと海外と繋がれば良い 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


